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報告第９号

専決処分の報告について

令和７年６月３０日，公の営造物の管理の瑕疵に係る和解及び損害賠償

の額を定めることについて，地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１

８０条第１項の規定により次のとおり専決処分したので，同条第２項の規

定により報告する。

１ 損害賠償の相手方

岩手県奥州市内の個人

２ 事故の概要

令和７年５月５日午後０時３０分頃，大崎市三本木蟻ケ袋字東地内の

市道蟻ケ袋線を走行中，側溝の接続マスを通過した際に，グレーチング

が跳ね上がり，車両の左後方を損傷したもの。

３ 和解の要旨

事故の主たる原因は，市道構造物の異変を見逃していた市の管理不備

と，相手方の前方不注意によるものであり，市の過失割合は５０パーセ

ントとする。

４ 損害賠償の額

５３，１６９円

令和７年９月１０日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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報告第１０号

専決処分の報告について

令和７年７月３１日，公の営造物の管理の瑕疵に係る和解及び損害賠償

の額を定めることについて，地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１

８０条第１項の規定により次のとおり専決処分したので，同条第２項の規

定により報告する。

１ 損害賠償の相手方

大崎市内の個人

２ 事故の概要

令和６年１０月２８日午後０時４５分頃，大崎市古川渕尻字江合地内

の市道新幹線西富永線を自転車で走行中，市道を横断する水路の蓋の隙

間に前輪が挟まり転倒し，自転車及び口腔内外を損傷したもの。

３ 和解の要旨

事故の主たる原因は，市道構造物の異変を見逃していた市の管理不備

と，相手方の前方不注意によるものであり，市の過失割合は８０パーセ

ントとする。

４ 損害賠償の額

４８，８９２円

令和７年９月１０日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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報告第１１号

専決処分の報告について

令和７年８月１２日，公の営造物の管理の瑕疵に係る和解及び損害賠償

の額を定めることについて，地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１

８０条第１項の規定により次のとおり専決処分したので，同条第２項の規

定により報告する。

１ 損害賠償の相手方

東松島市内の個人

２ 事故の概要

令和７年４月２６日午後５時３０分頃，大崎市三本木伊場野字二軒屋

敷地内の市道太夫沢穴の坊線を走行中，左前輪が舗装の破損箇所に入り，

タイヤ及びホイールを損傷したもの。

３ 和解の要旨

事故の主たる原因は，舗装の破損箇所を見逃していた市の管理不備と，

相手方の前方不注意によるものであり，市の過失割合は５０パーセント

とする。

４ 損害賠償の額

１８，９４０円

令和７年９月１０日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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報告第１２号

専決処分の報告について

令和７年８月１２日，公の営造物の管理の瑕疵に係る和解及び損害賠償

の額を定めることについて，地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１

８０条第１項の規定により次のとおり専決処分したので，同条第２項の規

定により報告する。

１ 損害賠償の相手方

大崎市内の個人

２ 事故の概要

令和７年４月２６日午後６時４５分頃，大崎市三本木伊場野字二軒屋

敷地内の市道太夫沢穴の坊線を走行中，左前輪が舗装の破損箇所に入り，

タイヤ及びホイールを損傷したもの。

３ 和解の要旨

事故の主たる原因は，舗装の破損箇所を見逃していた市の管理不備と，

相手方の前方不注意によるものであり，市の過失割合は５０パーセント

とする。

４ 損害賠償の額

４２，２１３円

令和７年９月１０日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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報告第１４号

令和６年度大崎市健全化判断比率

（単位：％）

令和７年９月１０日提出

大崎市長 伊 藤 康 志

健全化判断比率 令和６年度 早期健全化基準

実質赤字比率 ― １１．５２

連結実質赤字比率 ― １６．５２

実質公債費比率 ７．９ ２５．０

将来負担比率 ７９．３ ３５０．０
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報告第１５号

令和６年度大崎市公営企業の資金不足比率

（単位：％）

令和７年９月１０日提出

大崎市長 伊 藤 康 志

公営企業会計 令和６年度 経営健全化基準

水道事業会計 ―

２０.００

下水道事業会計 ―

病院事業会計 ―

宅地造成事業特別会計 ―

工業団地造成事業特別会計 ―
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諮問第７号

人権擁護委員の候補者の推薦について

人権擁護委員の候補者として別紙の者を法務大臣に推薦したいので，人

権擁護委員法（昭和２４年法律第１３９号）第６条第３項の規定により，

議会の意見を求める。

令和７年９月１０日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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諮問第８号

人権擁護委員の候補者の推薦について

人権擁護委員の候補者として別紙の者を法務大臣に推薦したいので，人

権擁護委員法（昭和２４年法律第１３９号）第６条第３項の規定により，

議会の意見を求める。

令和７年９月１０日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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諮問第９号

人権擁護委員の候補者の推薦について

人権擁護委員の候補者として別紙の者を法務大臣に推薦したいので，人

権擁護委員法（昭和２４年法律第１３９号）第６条第３項の規定により，

議会の意見を求める。

令和７年９月１０日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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議案第７８号

令和７年度大崎市一般会計補正予算（第５号）

令和７年度大崎市一般会計の補正予算（第５号）は，次に定めるところ

による。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５０４，０１２千円を追

加し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６５，５８０，１３５千

円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正

後の歳入歳出予算の金額は，「第１表 歳入歳出予算補正」による。

（債務負担行為の補正）

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２１４条の規定により

債務を負担する行為の追加は，「第２表 債務負担行為補正」による。

（地方債の補正）

第３条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地

方債の変更は，「第３表 地方債補正」による。

令和７年９月１０日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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     第 １ 表　    歳   入   歳   出   予   算   補   正

歳  入 (単位:千円)

款 項 補正前の額 補 正 額 計

10 地 方 特 例 交 付 金 148,197 △11,146 137,051

1 地 方 特 例 交 付 金 132,927 △12,329 120,598

3 定額減 税減収補填
特 例 交 付 金

606 1,183 1,789

11 地 方 交 付 税 17,980,000 93,508 18,073,508

1 地 方 交 付 税 17,980,000 93,508 18,073,508

15 国 庫 支 出 金 9,621,757 134,947 9,756,704

2 国 庫 補 助 金 1,861,382 134,255 1,995,637

3 委 託 金 92,948 692 93,640

16 県 支 出 金 4,366,140 22,155 4,388,295

1 県 負 担 金 2,526,390 925 2,527,315

2 県 補 助 金 1,581,722 19,931 1,601,653

3 委 託 金 258,028 1,299 259,327

17 財 産 収 入 117,154 7,659 124,813

2 財 産 売 払 収 入 28,251 7,659 35,910

18 寄 附 金 5,001 5,580 10,581

1 寄 附 金 5,001 5,580 10,581

19 繰 入 金 2,898,390 25,468 2,923,858

1 基 金 繰 入 金 2,898,390 △771 2,897,619

2 特 別 会 計 繰 入 金 0 26,239 26,239

20 繰 越 金 400,000 176,910 576,910

1 繰 越 金 400,000 176,910 576,910

21 諸 収 入 1,542,523 1,131 1,543,654

4 雑 入 877,978 1,131 879,109

22 市 債 4,976,800 47,800 5,024,600

1 市 債 4,976,800 47,800 5,024,600

補 正 さ れ な か っ た 款 項 に 係 る 額 23,020,161 23,020,161

歳        入        合        計 65,076,123 504,012 65,580,135
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歳  出 (単位:千円)

款 項 補正前の額 補 正 額 計

2 総 務 費 6,815,500 32,420 6,847,920

1 総 務 管 理 費 5,555,669 21,481 5,577,150

2 徴 税 費 715,659 10,395 726,054

3 戸籍住民基本台帳費 244,317 544 244,861

3 民 生 費 22,575,386 275,637 22,851,023

1 社 会 福 祉 費 9,222,070 179,021 9,401,091

2 児 童 福 祉 費 10,592,675 37,909 10,630,584

3 生 活 保 護 費 2,753,380 58,707 2,812,087

4 衛 生 費 7,075,978 7,844 7,083,822

1 保 健 衛 生 費 4,972,974 7,844 4,980,818

6 農 林 水 産 業 費 1,866,834 24,819 1,891,653

1 農 業 費 1,728,529 24,819 1,753,348

7 商 工 費 1,699,050 7,423 1,706,473

1 商 工 費 1,699,050 7,423 1,706,473

8 土 木 費 6,388,806 140,000 6,528,806

2 道 路 橋 り ょ う 費 1,856,434 140,000 1,996,434

4 都 市 計 画 費 3,096,541 0 3,096,541

5 住 宅 費 315,294 0 315,294

10 教 育 費 6,209,295 15,869 6,225,164

1 教 育 総 務 費 1,535,541 1,713 1,537,254

2 小 学 校 費 528,154 0 528,154

5 社 会 教 育 費 1,665,238 1,348 1,666,586

6 保 健 体 育 費 2,022,012 12,808 2,034,820

補 正 さ れ な か っ た 款 項 に 係 る 額 12,445,274 12,445,274

歳        出        合        計 65,076,123 504,012 65,580,135
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追加 （単位：千円）

第 ２ 表　　債　務　負　担　行　為　補　正

事　　　項 期　　　間 限度額

おおさき日本語学校留学生奨学支援金
（令和８年４月期生）

自 令和７年度　至 令和９年度 74,250 

外国語指導助手派遣業務委託 自 令和７年度　至 令和１０年度 180,180 

大崎東学校給食センター調理等業務委託 自 令和７年度　至 令和１３年度 343,200 
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変更 （単位：千円）

第 ３ 表　　地　方　債　補　正

補　　　正　　　前 補　　　正　　　後

地域振興施
設整備事業

51,100 

証書
借入
又は
証券
発行

3.0％以内
（ただし，利
率見直し方式
で借入れる政
府資金及び地
方公共団体金
融機構資金に
ついて，利率
の 見 直 し を
行った後にお
いては，当該
見直し後の利
率）

起債年度から据
置期間を含め30
年以内に元利均
等償還又は元金
均等償還により
償還する。ただ
し，融通条件又
は財政の都合に
より償還年限を
短縮し，若しく
は低利債に借り
換えることがで
きる。

53,400 
補正
前に
同じ

補正
前に
同じ

補正
前に
同じ

土地改良事
業

51,000 同上 同上 同上 55,500 同上 同上 同上

道路新設改
良事業

923,500 同上 同上 同上 931,600 同上 同上 同上

街路整備事
業

74,400 同上 同上 同上 76,200 同上 同上 同上

住宅整備事
業

29,100 同上 同上 同上 36,700 同上 同上 同上

小学校施設
改修事業

6,800 同上 同上 同上 6,300 同上 同上 同上

体育施設整
備事業

386,900 同上 同上 同上 410,900 同上 同上 同上

起債の目的
限度額

起債
の
方法

利率 償還の方法 限度額
起債
の
方法

利率
償還
の

方法
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議案第７９号

令和７年度大崎市日本語学校事業特別会計補正予算（第１号）

令和７年度大崎市日本語学校事業特別会計の補正予算（第１号）は，次

に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２，４４９千円を追加し，

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９２，１６３千円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正

後の歳入歳出予算の金額は，「第１表 歳入歳出予算補正」による。

令和７年９月１０日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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     第 １ 表　    歳   入   歳   出   予   算   補   正

歳  入 (単位:千円)

款 項 補正前の額 補 正 額 計

1 使用料及 び手 数 料 39,975 △8,225 31,750

1 使 用 料 39,525 △8,225 31,300

2 手 数 料 450 0 450

2 繰 入 金 39,007 13,206 52,213

1 他 会 計 繰 入 金 39,007 13,206 52,213

3 諸 収 入 10,732 △2,532 8,200

1 雑 入 10,732 △2,532 8,200

補 正 さ れ な か っ た 款 項 に 係 る 額 0 0

歳        入        合        計 89,714 2,449 92,163

歳  出 (単位:千円)

款 項 補正前の額 補 正 額 計

1 日 本 語 学 校 費 88,714 2,449 91,163

1 日 本 語 学 校 費 88,714 2,449 91,163

補 正 さ れ な か っ た 款 項 に 係 る 額 1,000 1,000

歳        出        合        計 89,714 2,449 92,163
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議案第８０号

令和７年度大崎市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

令和７年度大崎市国民健康保険特別会計の補正予算（第１号）は，次に

定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１１，７６４千円を追加

し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１３，６４０，４８１千円

とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正

後の歳入歳出予算の金額は，「第１表 歳入歳出予算補正」による。

令和７年９月１０日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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     第 １ 表　    歳   入   歳   出   予   算   補   正

歳  入 (単位:千円)

款 項 補正前の額 補 正 額 計

7 繰 越 金 4,000 11,764 15,764

1 繰 越 金 4,000 11,764 15,764

補 正 さ れ な か っ た 款 項 に 係 る 額 13,624,717 13,624,717

歳        入        合        計 13,628,717 11,764 13,640,481

歳  出 (単位:千円)

款 項 補正前の額 補 正 額 計

6 諸 支 出 金 17,611 11,764 29,375

1 償 還 金 及 び
還 付 加 算 金

17,611 2,013 19,624

2 繰 出 金 0 9,751 9,751

補 正 さ れ な か っ た 款 項 に 係 る 額 13,611,106 13,611,106

歳        出        合        計 13,628,717 11,764 13,640,481
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議案第８１号

令和７年度大崎市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

令和７年度大崎市後期高齢者医療特別会計の補正予算（第１号）は，次

に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ８，０９５千円を追加し，

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１，６９７，７２７千円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正

後の歳入歳出予算の金額は，「第１表 歳入歳出予算補正」による。

令和７年９月１０日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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     第 １ 表　    歳   入   歳   出   予   算   補   正

歳  入 (単位:千円)

款 項 補正前の額 補 正 額 計

4 繰 越 金 510 2,477 2,987

1 繰 越 金 510 2,477 2,987

5 諸 収 入 2,451 1,218 3,669

2 償 還 金 及 び
還 付 加 算 金

2,401 1,218 3,619

6 国 庫 支 出 金 0 4,400 4,400

1 国 庫 補 助 金 0 4,400 4,400

補 正 さ れ な か っ た 款 項 に 係 る 額 1,686,671 1,686,671

歳        入        合        計 1,689,632 8,095 1,697,727

歳  出 (単位:千円)

款 項 補正前の額 補 正 額 計

1 総 務 費 22,343 4,400 26,743

2 徴 収 費 8,538 4,400 12,938

3 諸 支 出 金 2,411 3,695 6,106

1 償 還 金 及 び
還 付 加 算 金

2,411 1,218 3,629

2 繰 出 金 0 2,477 2,477

補 正 さ れ な か っ た 款 項 に 係 る 額 1,664,878 1,664,878

歳        出        合        計 1,689,632 8,095 1,697,727
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議案第８２号

令和７年度大崎市介護保険特別会計補正予算（第１号）

令和７年度大崎市介護保険特別会計の補正予算（第１号）は，次に定め

るところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５３，３７３千円を追加

し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１３，９５１，８１９千円

とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正

後の歳入歳出予算の金額は，「第１表 歳入歳出予算補正」による。

令和７年９月１０日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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     第 １ 表　    歳   入   歳   出   予   算   補   正

歳  入 (単位:千円)

款 項 補正前の額 補 正 額 計

4 支 払 基 金 交 付 金 3,639,718 13,540 3,653,258

1 支 払 基 金 交 付 金 3,639,718 13,540 3,653,258

7 繰 入 金 2,001,022 1,882 2,002,904

1 他 会 計 繰 入 金 1,999,680 1,882 2,001,562

8 繰 越 金 2,000 37,951 39,951

1 繰 越 金 2,000 37,951 39,951

補 正 さ れ な か っ た 款 項 に 係 る 額 8,255,706 8,255,706

歳        入        合        計 13,898,446 53,373 13,951,819

歳  出 (単位:千円)

款 項 補正前の額 補 正 額 計

5 諸 支 出 金 5,744 53,373 59,117

1 償 還 金 及 び
還 付 加 算 金

5,744 39,362 45,106

2 繰 出 金 0 14,011 14,011

補 正 さ れ な か っ た 款 項 に 係 る 額 13,892,702 13,892,702

歳        出        合        計 13,898,446 53,373 13,951,819
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議案第８３号

大崎市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等

に関する法律の規定に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提

供に関する条例の一部を改正する条例

大崎市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関

する法律の規定に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する

条例（平成２７年大崎市条例第４４号）の一部を次のように改正する。

第２条第３号中「第２条第８項」を「第２条第９項」に改め，同条第４

号中「第２条第１２項」を「第２条第１３項」に改め，同条第５号中「第

２条第１４項」を「第２条第１５項」に改める。

第４条第２項中「必要な限度で」の次に「，住民票関係情報及び住登外

者（市の住民基本台帳に記録されていない者をいう。以下同じ。）関係情報

のほか」を加える。

別表第１中１８の項を１９の項とし，１４の項から１７の項までを１項

ずつ繰り下げ，１３の項の次に次の１項を加える。

別表第１に次のように加える。

別表第２の右欄中「住民票関係情報」を削り，同表に次のように加える。

１４ 市長 住登外者宛名番号管理機能による住登外者の情報の管

理に関する事務であって規則で定めるもの

２０ 教育

委員会

住登外者宛名番号管理機能による住登外者の情報の管

理に関する事務であって規則で定めるもの

１４ 市長 住登外者宛名番号管理機能

による住登外者の情報の管

１の項から前項までに定

める特定個人情報
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別表第３の第４欄中

理に関する事務であって規

則で定めるもの

「

を

」

「

に

住民票関係情報

地方税関係情報

生活保護関係情報

住民票関係情報

地方税関係情報

住民票関係情報地方税関係情報

生活保護関係情報

児童扶養手当関係情報

国民健康保険関係情報

住民票関係情報地方税関係情報

生活保護関係情報

住民票関係情報

地方税関係情報

生活保護関係情報

住民票関係情報

地方税関係情報

生活保護関係情報

住登外者関係情報

住民票関係情報

地方税関係情報
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改め，同表に次のように加える。

附 則

この条例は，公布の日から施行する。

令和７年９月１０日提出

大崎市長 伊 藤 康 志

」

住登外者関係情報

住民票関係情報

地方税関係情報

生活保護関係情報

児童扶養手当関係情報

国民健康保険関係情報

住登外者関係情報

住民票関係情報

地方税関係情報

生活保護関係情報

住登外者関係情報

住民票関係情報

地方税関係情報

生活保護関係情報

住登外者関係情報

６ 教育委

員会

住登外者宛名番号管理機能

による住登外者の情報の管

理に関する事務であって規

則で定めるもの

市長 住登外者関係情

報
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議案第８４号

大崎市職員の勤務時間，休暇等に関する条例の一部を改正する条例

大崎市職員の勤務時間，休暇等に関する条例（平成１８年大崎市条例第

５４号）の一部を次のように改正する。

第１５条第１項中「定める者」の次に「（第１７条の３第１項において

「配偶者等」という。）」を加える。

第１７条の次に次の３条を加える。

（妊娠，出産等についての申出をした職員等に対する意向確認等）

第１７条の２ 任命権者は，大崎市職員の育児休業等に関する条例（平成

１８年大崎市条例第５５号）第２１条第１項の措置を講ずるに当たって

は，同項の規定による申出をした職員（以下この項において「申出職

員」という。）に対して，次に掲げる措置を講じなければならない。

(１) 申出職員の仕事と育児との両立に資する制度又は措置（次号にお

いて「出生時両立支援制度等」という。）その他の事項を知らせるた

めの措置

(２) 出生時両立支援制度等の請求，申告又は申出（以下「請求等」と

いう。）に係る申出職員の意向を確認するための措置

(３) 大崎市職員の育児休業等に関する条例第２１条第１項の規定によ

る申出に係る子の心身の状況又は育児に関する申出職員の家庭の状況

に起因して当該子の出生の日以後に発生し，又は発生することが予想

される職業生活と家庭生活との両立の支障となる事情の改善に資する

事項に係る申出職員の意向を確認するための措置

２ 任命権者は，３歳に満たない子を養育する職員（以下この項において

「対象職員」という。）に対して，規則で定める期間内に，次に掲げる
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措置を講じなければならない。

(１) 対象職員の仕事と育児との両立に資する制度又は措置（次号にお

いて「育児期両立支援制度等」という。）その他の事項を知らせるた

めの措置

(２) 育児期両立支援制度等の請求等に係る対象職員の意向を確認する

ための措置

(３) 対象職員の３歳に満たない子の心身の状況又は育児に関する対象

職員の家庭の状況に起因して発生し，又は発生することが予想される

職業生活と家庭生活との両立の支障となる事情の改善に資する事項に

係る対象職員の意向を確認するための措置

３ 任命権者は，第１項第３号又は前項第３号の規定により意向を確認し

た事項の取扱いに当たっては，当該意向に配慮しなければならない。

（配偶者等が介護を必要とする状況に至った職員等に対する意向確認

等）

第１７条の３ 任命権者は，職員が配偶者等が当該職員の介護を必要とす

る状況に至ったことを申し出たときは，当該職員に対して，仕事と介護

との両立に資する制度又は措置（以下この条及び次条において「介護両

立支援制度等」という。）その他の事項を知らせるとともに，介護両立

支援制度等の請求等に係る当該職員の意向を確認するための面談その他

の措置を講じなければならない。

２ 任命権者は，職員に対して，当該職員が４０歳に達した日の属する年

度（４月１日から翌年の３月３１日までをいう。）において，前項に規

定する事項を知らせなければならない。

（勤務環境の整備に関する措置）

第１７条の４ 任命権者は，介護両立支援制度等の請求等が円滑に行われ

るようにするため，次に掲げる措置を講じなければならない。
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(１) 職員に対する介護両立支援制度等に係る研修の実施

(２) 介護両立支援制度等に関する相談体制の整備

(３) その他介護両立支援制度等に係る勤務環境の整備に関する措置

附 則

この条例は，令和７年１０月１日から施行する。

令和７年９月１０日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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議案第８５号

大崎市立学校の設置に関する条例の一部を改正する条例

大崎市立学校の設置に関する条例（平成１８年大崎市条例第１１３号）

の一部を次のように改正する。

第２条第２号の表大崎市立下伊場野小学校の項を削る。

附 則

この条例は，令和８年４月１日から施行する。

令和７年９月１０日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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議案第８６号

大崎市消防団条例の一部を改正する条例

大崎市消防団条例（平成１８年大崎市条例第２７０号）の一部を次のよう

に改正する。

第３条中「２，４３０人」を「２，０６４人」に改める。

附 則

この条例は，令和７年１０月１日から施行する。

令和７年９月１０日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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議案第８７号

大崎市長寿社会対策基金条例を廃止する条例

大崎市長寿社会対策基金条例（平成１８年大崎市条例第８６号）は，廃

止する。

附 則

この条例は，公布の日から施行する。

令和７年９月１０日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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議案第８８号

工事請負契約の変更契約の締結について

令和６年１２月１６日付けで議決を得た令和６年度市道下伊場野山王線

橋梁上部工工事請負契約の一部を次のように変更し，契約を締結すること

について，大崎市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関

する条例（平成１８年大崎市条例第７０号）第２条の規定により，議会の

議決を求める。

原 契 約 金 額 １７８，２００，０００円

変 更 契 約 金 額 １８，５０６，４００円

変更後の契約金額 １９６，７０６，４００円

令和７年９月１０日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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議案第８９号

工事請負契約の締結について

次のとおり工事請負契約を締結したいので，大崎市議会の議決に付すべ

き契約及び財産の取得又は処分に関する条例（平成１８年大崎市条例第７

０号）第２条の規定により，議会の議決を求める。

１ 契約の目的

大崎市市民プール大規模改修工事（建築）

２ 契約の方法

一般競争入札

３ 契約金額

２８０，８３０，０００円

４ 契約の相手方

所在地 大崎市田尻沼部字新富岡５７番地の１

名 称 株式会社 藤山工務店

代表取締役 藤山 修一

令和７年９月１０日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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議案第９０号

和解及び損害賠償の額を定めることについて

次のとおり交通事故に係る和解及び損害賠償の額を定めることについて，

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第９６条第１項第１２号及び第１

３号の規定により，議会の議決を求める。

１ 損害賠償の相手方

大崎市内の個人

２ 事故の概要

令和７年４月２日午後１時３０分頃，本市職員が運転する公用車が，

大崎市鳴子温泉字湯元地内の相手方駐車場において後進した際，駐車場

の柵及び建物に衝突し，損傷させたもの。

３ 和解の要旨

事故の主たる原因は，本市職員の運転上の不注意によるものであり，

市の過失割合は１００パーセントとする。

４ 損害賠償の額

１，５１９，５７１円

令和７年９月１０日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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議案第９１号

字の区域を新たに画することについて

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２６０条第１項の規定により，

本市の区域内の字の区域を別紙のとおり新たに画するものとする。

令和７年９月１０日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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別紙

土地改良事業施行区域内

新たに画する

字 名

左の区域に包含される区域

字 名 地 番

岩出山下野目字八幡 岩出山下野目

字新雨沼

６６から８８まで，１１７の１，１１７の２，１１８から１２５まで，１２５

の１，１２６から１３０まで，１３１の１，１３１の２，１３２の１，１３２

の２，１３３から１３９まで，１４３から１４８まで，１５０から１５８まで，

１５９の１，１６０の１，１６１の１，１６２の１，１６３の１，１６４の１

から１６４の３まで，１６５から１８３まで，１８７の２，１８８の２，

１９０の２，１９２の２，１９４の２，２００の２，２０２の３，２１１の２，

２１２から２１７まで，２１８の２，２１９の２，２２０の２，２２０の３及

びこれらの区域に隣接介在する道路，水路である公有地の全部，並びに２２２

に隣接する道路である公有地の全部

岩出山下野目

字堂ノ口

１６３の１

岩出山下野目

字窪川原

３２の１に隣接する道路である公有地の全部

岩出山下野目

字杉の下

１の１，１の２，２の１，２の２，３の１，３の２，４の１，４の２，５，６

の１，６の２，７の１，７の２，８から２６まで，２７の２，２７の４，２７

の５，２７の６，２８から６６まで，６７の１，６７の２，６８から１０１ま

で，１０２の１，１０２の２，１１８，１２０から１４４まで，１４５の１，

１４５の２，１４６から１５４まで，１５５の１，１５５の２，１７３，

１７４の１，１７４の２，１７５から１９７まで，１９８の１，１９８の２，

１９９から２０３まで，２０４の１，２０４の２，２０５，２０６の１，

２０６の２，２０７の１，２０７の２，２０８から２１４まで，２１５の１，

２１５の２，２１６，２１７の１，２１７の２，２１８の１から２１８の３ま

で，２１９の１から２１９の３まで及びこれらの区域に隣接介在する道路，水

路である公有地の全部

岩出山下野目

字新八幡田

１５，１６の１，１６の２，１７の１，１７の２，１８から２５まで，２６の

１，２６の２，２９の３，３０の２，３０の３，３１の１，３１の２，３２の

１，３２の２，３３の１，３３の２，３４の１から３４の３まで，３５の１か

ら３５の３まで，３６の１，３６の２，３７，３８，３９の１，３９の２，

４０から５１まで，５２の１，５２の２，５３の１，５３の２，５４の１，

５４の２，５５の１，５５の２，５６，５７の１，５７の２，５８の１，５８

の２，５９の１，５９の２，６０の１から６０の３まで，６１，６２，６３の

１，６３の２，６４の１から６４の３まで，６５の１から６５の３まで，６６

の１から６６の３まで，６７の１から６７の３まで，７６，７７の１，７７の

２，７８の１から７８の３まで，７９の１から７９の５まで，８０の１から

８０の３まで，８１の１から８１の３まで，８２の１，８２の２，８３の１か

ら８３の５まで，８４の１から８４の４まで，８５の１から８５の３まで，

８６の１から８６の３まで，８７の１，８７の２，８８，８８の１，８８の２，

８９の１，８９の２，９０から９５まで，１００の１，１００の２，１０１の

１，１０１の２，１０２の１，１０２の２，１０３の１から１０３の３まで，

１０４の１，１０４の２，１０５の１から１０５の３まで，１０６の１から

１０６の３まで，１０７の１から１０７の３まで，１０８の１，１０８の２，

１０９から１１８まで，１１９の１，１１９の２，１２０，１２１の１，

１２１の２，１４８から１５６まで，１５７の１，１５７の２，１７７，

１７８及びこれらの区域に隣接介在する道路，水路である公有地の全部
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新たに画する

字 名

左の区域に包含される区域

字 名 地 番

岩出山下野目

字新小泉

２の１，３の１，４の１，５の１，６の１，８から１５まで，１６の１，１６

の２，１７の２，３４の１，３５の１，３６の１，３７の１，３８の１，３９

の１，４０の１，４１の１，４１の２，４２の１，４２の２，４３の１，４６

から７８まで，７９の１，７９の２，８０の１，８０の２，８１，８６から

１１６まで，１２１から１４５まで，１４６の１から１４６の４まで，１４７，

１４８，１５７から１６５まで，１８９から１９２まで，１９４の１及びこれ

らの区域に隣接介在する道路，水路である公有地の全部

岩出山下野目

字新白鳥

岩出山下野目字新沖 １から９３まで，９４の１から９４の４まで，９５，９６，９７の１，９７の

２，９８から１０１まで及びこれらの区域に隣接介在する道路，水路である公

有地の全部

岩出山下野目字白鳥 ２０，２１，２２の２，２２の３，２３の２，２８から４８まで，５６から

７１まで，８０，８１，８１の１，８２から８８まで，８９の１，８９の２，

９０から９８まで，１０１から１７７まで，１７８の１，１７８の２，１７９

の１，１７９の３から１７９の５まで及びこれらの区域に隣接介在する道路，

水路である公有地の全部

岩出山下野目

字新窪川原

１から６２まで，６３の２，６８，６９，７５から８６まで，８７の１から

８７の３まで，８８の１，８８の２，８９から９２まで，９３の１，９３の２，

９４，９８から１００まで，１０６の２，１０７，１０８，１１０の２，

１１１，１１２，１１３の２，１１４から１１７まで，１１８の１，１１９の

１，１２０から１４２まで，１４３の１から１４３の３まで，１４４から

１４９まで，１５０の２，１５１から１５７まで，１５９の２，１６０の１，

１６０の２，１６１から１８９まで，１９０の１，１９０の２，１９１，

１９２の１から１９２の３まで，１９３の１から１９３の３まで，１９４の１，

１９４の２，１９５の１，１９５の２，１９６の１，１９６の２，１９７の１，

１９７の２，１９８の１，１９８の２，１９９の１，１９９の２，２００の１，

２００の２，２０１の１，２０１の２，２０２の１，２０２の２，２０３の１，

２０３の２，２０４の１，２０４の２，２０５の１，２０５の２，２０６の１，

２０６の２，２０７の１，２０７の２，２０８の１，２０８の２，２０９の１

から２０９の９まで，２１０の１から２１０の３まで，２１１から２１７まで，

２１８の１から２１８の４まで，２１９の１から２１９の３まで，２２０の１，

２２０の２及びこれらの区域に隣接介在する道路，水路である公有地の全部

並びに９６の地先の道路，水路である公有地の全部

岩出山下野目

字窪川原

１０５，１２６に介在する水路である公有地の全部
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新たに画する

字 名

左の区域に包含される区域

字 名 地 番

岩出山下野目

字新中泉

１から８まで，９の１，９の２，１０から２３まで，２４の１，２４の２，

２５の１，２５の３から２５の５まで，２６の１，２６の４，２７，２８，

２９の１，２９の２，３０の１，３０の２，３１の１，３１の２，３２の１，

３２の２，３３から４５まで，４６の２，４７の２，４８の２，４９の２，

４９の３，５１の２，５４の２，５５の１から５５の５まで，５６の１から

５６の３まで，５７の１から５７の３まで，５８の１から５８の３まで，５９

の１から５９の５まで，６０の１から６０の３まで，６１の１から６１の３ま

で，６２の１から６２の３まで，６３の１から６３の３まで，６４の１から

６４の３まで，６５の１から６５の３まで，６６の１から６６の３まで，６７

の１から６７の３まで，６８の１から６８の３まで，６９の１から６９の３ま

で，７０の１，７０の２，７１の１，７１の２，７２の１から７２の３まで，

７３の１，７３の２，７４から８６まで，８７の１，８７の２，８８から９３

まで，９４の１，９４の４，９４の５，９４の８，９６の１，９６の２，９７，

９８の１，９８の２，９９の１，９９の２，１００の１，１００の２，１０１

の１，１０１の２，１０２の１から１０２の４まで，１０３の１，１０３の２，

１０４の１，１０４の２，１０５の１，１０５の２，１０６の１，１０６の２，

１０７の１，１０７の２，１０８の１，１０８の２，１０９の１，１０９の２，

１１０の１，１１０の２，１１１の１から１１１の４まで，１１３の１，

１１３の３，１１４の１，１１４の２及びこれらの区域に隣接介在する道路，

水路である公有地の全部

岩出山下野目字中泉 ５３の２

岩出山下野目

字清水川

１の１，１の２，２の１，２の２，３の１から３の３まで，４の１から４の５

まで，５の１から５の３まで，６から１０まで，１０の１，１１から１７まで，

１８の１，１８の２，１９の１，１９の２，２０の１，２０の２，２１から

４０まで，４１の１，４１の２，４２から６２まで，６３の１，６４の１，

６５の１，６６の１から６６の３，６７の１，６７の２，６８の１，６８の２，

６９の１，６９の２，７０の１，７０の２，７１の１，７１の２，７２の１，

７２の２，７３の１，７３の２，７４の１，７４の２，７５の１，７５の２，

７６の１，７６の２，７７の１，７７の２，７８の１，７８の２，７９の１，

７９の２，８０の１，８０の２，８１の１，８１の２，８２の１，８２の２，

８３の１，８３の２，８４の１，８４の２，８５の１，８５の２，８６の１，

８６の２，８７の１，８７の２，８８の１，８９の１，９０の１，９１の１，

９２の１，９３，９４の１，９５の１，９６から９９まで，１００の１，

１００の２，１０１の１，１０１の２，１０２，１０３の１，１０３の２，

１０４，１０５，１０６の１，１０６の２，１０７，１０８の１，１０８の２，

１０９，１１０の１，１１０の２，１１１から１２１まで，１２２の１，

１２３の１，１２４の１，１２５の１から１２５の５まで，１２６の１，

１２６の３から１２６の５まで，１２７の１，１２７の２，１２７の５から

１２７の１０まで，１２８の１，１２８の３，１２８の５，１２８の６，

１２９，１３０の１，１３０の２，１３１，１３２の１，１３２の２，１３３，

１３４の１，１３４の２，１３５，１３６及びこれらの区域に隣接介在する道

路，水路である公有地の全部
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新たに画する

字 名

左の区域に包含される区域

字 名 地 番

岩出山下野目

字新丸山

１から１２まで，１３の１，１４の１，１５の１，１５の３，１６の１，１６

の３，１７から２２まで及びこれらの区域に介在する道路である公有地の全

部，並びにこれらの区域に隣接介在する水路である公有地の全部

岩出山下野目

字新池尻

１の１，２の１，３の１，４から１８まで，１９の１，１９の３，２０の１，

２０の２，２１の１，２１の２，２２から３２まで，３３の１，３３の３，

３４の１，３４の２，３５の１，３５の２，３６から４６まで，４８の１，

４８の３，４９の１，４９の２，５０から６６まで，６７の２，７２，７４か

ら９７まで，９８の２，９９から１８９まで及びこれらの区域に隣接介在する

道路，水路である公有地の全部

岩出山下野目字川原 ５１に隣接する水路である公有地の全部

岩出山下野目字池尻 １７０の１

岩出山下野目

字新川原

１から１７まで，２７から３０まで，３４から４０まで，５０の２，５０の３，

５１の２，５２の２，５３の３，５６の２，５７から６０まで，６３から７２

まで，７４から７６まで，１０４から１１８まで，１１９の１，１１９の２，

１２０から１２５まで及びこれらの区域に隣接介在する道路，水路である公有

地の全部

岩出山下野目

字西高畑

１，２，３の１，４の１，５の１，６の１，７の１，８の１，９の１，９の２，

１０の１から１０の３まで，１１の１，１２の１，１３の１，１５の２，

２１から６０まで，６６から９４まで，９４の１，９５から１０３まで，

１０３の１，１０４から１４０まで，１４３から１６７まで及びこれらの区域

に隣接介在する道路，水路である公有地の全部

岩出山下野目

字東高畑

１の１，１の２，２から９まで，１８から２８まで，３２から４２まで，４３

の１，４３の２，４４，４５の１，４５の２，４６の１，４６の２，４７の１，

４７の２，６５の１，６５の２，６６から８７まで，８８の１，８９，８９の

１，８９の２，９０から９２まで，９３の１，９３の２，９４，９５の１，

９５の２，９６，９７，９８の２，９９から１０２まで，１０３の２，１０５

から１１２まで，１１４から１２０まで，１２３から１２５まで，１３２，

１３３の１，１３３の２，１３４の１，１３４の２，１３６の２，１３９，

１４０，１４７の２，１４８から１６３まで，１６４の１，１６４の２，

１６５の１，１６５の２，１６６の１，１６６の２，１６７から１８２まで，

１８３の１，１８３の２，１８４の１，１８４の２，１８５，１８６の２及び

これらの区域に隣接介在する道路，水路である公有地の全部

岩出山下野目

字川原東

１から２７まで，２９から３５まで，３６の２，３７から１０２まで及びこれ

らの区域に隣接介在する道路，水路である公有地の全部

岩出山下野目字大下 １７０の２

岩出山下野目

字南川原

１３１の１，１３１の２，１３２，１３６
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新たに画する

字 名

左の区域に包含される区域

字 名 地 番

岩出山下野目

字新南川原

５から２９まで，３０の１，３０の２，３１の１，３１の２，３２，３６から

４０まで，４７から５１まで，５２の２，５３，５４の１，５４の２，５５の

１，５５の２，５６から７４まで，７６の２，７７から８０まで，８１の１，

８１の２，８２の１，８２の２，８６から１０６まで，１０７の２，１０８か

ら１１０まで，１１１の１，１１１の２，１１３の２，１１５の２，１１６の

２，１１７の２，１１８の２，１１９の２，１２０の２，１２４から１３７ま

で，１４４の１，１４４の２，１４５の１，１４５の２，１４６から１４８ま

で，１４９の１，１４９の２，１５０，１５１の１，１５１の２，１５７の１，

１５７の２，１５８，１６０の１，１６０の２，１６１の１，１６１の２，

１６４，１６５，１６６の２，１６６の３，１７２から１７９まで，１８０の

２，１８１の２，１８２から１８７まで，１８８の１，１８９の３，１９０の

２，１９１の２，１９２の２，１９３の２，１９４の２，１９５の２，１９６

の２，１９７の２，２３０，２３１及びこれらの区域に隣接介在する道路，水

路である公有地の全部

古川清水字成田鷺沼 １，２及びこれらの区域に隣接する道路，水路である公有地の全部

古川清水

字成田上川原

２６８の１，２６８の２，２６９，２７０の地先の道路である公有地の全部

古川清水

字成田上川原裏

１の２

岩出山下野目

字丸山舘下

岩出山字丸山 ６２の２，７４，７５，７６の１，７７の１，７８，７９の１，７９の３，

８１，８２，８３の１，８４から８７まで，８８の２及びこれらの区域に隣接

介在する水路である公有地の全部

岩出山下野目

字上丸山

１から２２まで，２３の１，２３の３，２４の１，２６の１，２７の１，２８

の１，２９の１，３０の１，３１の１，３２の１，３３の１，３４，３５，

３６の１，３７の１，３８の１，３９の１，４０の１，４１の１，４２の１，

４２の３，４３，４４及びこれらの区域に隣接介在する道路，水路である公有

地の全部

岩出山下野目字丸山 ２，３の１，３の２，４，５の１から５の３まで，６の１，６の２，６の４か

ら６の８まで，７の１，７の２，８の１，９から１２まで，１４，１６から

１９まで，２０の１，２０の２，２１，２２，２３の１から２３の６まで，

２４の１から２４の５まで，２５の１から２５の５まで，２６，２７の１から

２７の５まで，２８の１から２８の６まで，２９の１から２９の１０まで，

３０の１，３０の２，３１の１，３１の２，３２から３６まで，３７の１から

３７の４まで，３８の１から３８の４まで，３９から４３まで，４６の１，

４７，４８の１，４８の２，４９の１，４９の２，５０の２，５１の１，５１

の２，５２の１，５３の１，５５，６０の２，６１の２，６２の２，６３の２，

６４の１及びこれらの区域に隣接介在する道路，水路である公有地の全部

岩出山下野目

字新丸山

４０の１，４１の１，４２から４７まで，４７の１，４８，４９，５０の１，

５０の２，５１から６４まで，６５の１，６５の２，６５の５，６５の６，

６６の２，６９，７０，７０の１，７１の１，７１の４，７２の１から７２の

３まで，７３の１，７４の１及びこれらの区域に隣接介在する道路，水路であ

る公有地の全部
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新たに画する

字 名

左の区域に包含される区域

字 名 地 番

岩出山下野目字薬師 岩出山下野目

字新土屋坂

１の１，１の３，２の１から２の３まで，３から１２まで，１３の１，１３の

３，１４の１，１４の２，１５から３６まで，３７の１，３７の２，３８の１，

３９，４０の１，４１から６５まで，６７から８０まで，８２から９４まで，

９６の１，９６の２，９７から１１４まで，１１５の１，１１５の２，１１６

から１４２まで及びこれらの区域に隣接介在する道路，水路である公有地の全

部

岩出山下野目字泉山 １８２の２

岩出山下野目

字新泉沢

１から５３まで，５５から５８まで，５９の１，６０から６６まで，６９の２，

７０，７１の１，７１の２，７２の１，７２の２，７３，７４，７５の１，

７５の２，７６から８０まで，８１の１，８１の２及びこれらの区域に隣接介

在する道路，水路である公有地の全部

岩出山下野目

字新南川原

１９８から２０５まで，２０８の１，２０９の１，２０９の２，２１０の１，

２１０の２，２１１の１，２１２，２１３，２１４の１，２１４の２，２１５

の１，２１５の２，２１６から２１８まで，２１９の１及びこれらの区域に介

在する道路である公有地の全部，並びにこれらの区域に隣接介在する水路であ

る公有地の全部

岩出山下野目

字泉川原

３６の２，３７の３

岩出山下野目

字新後谷沢

岩出山下野目

字上後谷沢

１２の１から１２の３まで，２３の１から２３の４まで，２５，２６の１から

２６の５まで，２７の１から２７の５まで，２８，２９，３０の１から３０の

３まで，３２，３６から４７まで，４８の１から４８の３まで，４９から５２

まで，５３の１，５３の２，５７から５９まで，６３から６７まで及びこれら

の区域に介在する道路である公有地の全部，並びにこれらの区域に隣接介在す

る水路である公有地の全部

岩出山下野目

字下後谷沢

１の１，２の１，２の３，３，４，６，７の１，７の３，８から１４まで，

１５の１，１５の２，１６，１７の１，１７の２，１８から２１まで，２２の

１から２２の４まで，２３から３７まで，３９，４０の１，４０の２，４１，

４２，４３の１，４３の２，４７の１，４７の２，４８，４９，５０の１，

５１の１，５４の１から５４の３まで及びこれらの区域に隣接介在する道路，

水路である公有地の全部

岩出山下野目字南原 ４８及び５５の１６，６９に隣接する道路である公有地の全部

岩出山下野目字泉山 ４２の１，４３の１，４４，４５の７から４５の１０まで，９２から９６まで

に隣接する道路である公有地の全部

岩出山下野目字南山 １７５の９２
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議案第９２号

字の区域を変更することについて

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２６０条第１項の規定により，

本市の区域内の字の区域を別紙のとおり変更するものとする。

令和７年９月１０日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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別紙

土地改良事業施行区域内

区域を変更する

字 名

左の区域に編入される区域

字 名 地 番

鹿島台船越字小原 鹿島台船越字阿久戸 ３６８，３６９の１の一部，３７０から３７４までの各一部，３７５の１の一

部，３７５の２，３７６から３８４までの各一部，３８５の１の一部，３８５

の２，３８６の１の一部，３８６の２，３８７の１の一部，３８７の２，

３８８の１の一部，３８８の２の一部，３８９の１，３８９の２，３９０の１，

３９０の２，３９１の１，３９１の２，３９２の１，３９２の２，３９３の１，

３９３の２，３９４の１，３９４の２，３９５から４０４まで，４０５の１か

ら４０５の３まで，４０６の１，４０７から４１２まで，４１３の１，４１３

の２，４１４の１，４１４の２，４１５の１，４１５の２，４１６の１，

４１６の２，４１７の１，４１７の２，４１８の１，４１８の２，４１９の１，

４１９の２，４２０の１，４２０の２，４２１の１，４２１の２，４２２の１，

４２２の２，４２３の１，４２３の３及びこれらの区域に隣接介在する道路,

水路である公有地の全部

鹿島台船越字田待 鹿島台船越字小原 １，２の５，３の１，４の１，５の１，６，７の１，８から１３まで，１４の

１，１５の１，１６の１，１７の１，１８の１，１９の１，２０の１，２１の

１，２２の１，２３から３２まで，３３から３７までの各一部，３８，３９，

４０の１，４０の２，４１から４５まで，４６の１，４６の２，４７の１，

４７の２，４８の１，４９の１，５０の１の一部，５３の１の一部，５４から

５８までの各一部，５９，６０，６１から６６までの各一部，８０の１の一部，

８１の１の一部，８２の１の一部及びこれらの区域に隣接介在する道路，水路

である公有地の全部

鹿島台船越字田待下 ９の一部，１０の１の一部，１６の１の一部，１６の２，１７の１の一部，

１７の２の一部，１８の１の一部，２５の１，２５の２の一部，３６の１から

３６の４までの各一部，４８の一部，６１の一部及びこれらの区域に隣接介在

する道路，水路である公有地の全部

鹿島台船越字沖前田 ６４，６５の一部

鹿島台船越字田待下 鹿島台船越字小原 ３３から３７までの各一部，６１から６６までの各一部，６７の１，６７の２，

６８から７０まで，７１の１，７１の２，７２の１，７２の２，７３の１，

７３の２，７４の１，７４の２，７５の１，７５の２，７６の１，７６の２，

７７の１の一部，７７の２の一部，７８の１の一部，７９の１の一部，８０の

１の一部，８１の１の一部，１１１の２の一部，１１１の３の一部，１１２の

１の一部，１１２の３，１１３の１の一部，１１３の２，１１４の１の一部，

１１４の２，１１５の１の一部，１１５の２，１１６の１の一部，１１６の２，

１１７の１から１１７の３まで，１１８の１の一部，１１８の２，１１８の３

の一部及びこれらの区域に隣接介在する道路，水路である公有地の全部

鹿島台船越字阿久戸 ９６の１，９６の３，９７の１，９７の４，９８の１，９９の１，１００の１，

１００の３，１０１の１，１０１の２，１２８から１３１まで，１３２の１，

１３３の１，１３４の１，１３５の１，１３８の１，１３９の１，１４０の１，

１４１，１４２，１４３の１，１４３の２，１４４から１４６まで，１４７の

１，１４７の２，１７２から１７９まで，１８０の１から１８０の３まで，

１８１の１，１８２の１，１９３から１９６まで，３６０，３６１，３６２の

１，３６２の２，３６３，３６４，３６５の１，３６５の２， ３６６，

３６７，３６９の１の一部，３６９の２，３７０から３７４までの各一部，

３７５の１の一部，３７６から３８４までの各一部，３８５の１の一部，

３８６の１の一部， ３８７の１の一部，３８８の１の一部，３８８の２の一

部及びこれらの区域に隣接介在する道路，水路である公有地の全部
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区域を変更する

字 名

左の区域に編入される区域

字 名 地 番

鹿島台船越字田待 ９の１の一部，９の２の一部，１０から１２まで，４３の一部，４４の１から

４４の３まで，４５の１から４５の３までの各一部，４６の１の一部，４９の

一部，８５の一部及びこれらの区域に隣接介在する道路，水路である公有地の

全部

鹿島台船越字沖前田 ６５の一部

鹿島台船越字長柳下 鹿島台船越

字新五輪崎

１３４

鹿島台船越字沖前田 鹿島台船越字新五輪崎１３３に隣接する鹿島台船越字沖前田の道路，水路であ

る公有地の全部

松山長尾字新五輪崎 ４８１
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議案第９３号

市道の路線の廃止及び認定について

道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１０条第１項及び第８条第１項

の規定により，市道の路線を次のとおり廃止し，及び認定したいので，同

法第１０条第３項及び第８条第２項の規定により，議会の議決を求める。

１ 路線の廃止

２ 路線の認定

番号 路 線 名
起 点 総延長

(ﾒｰﾄﾙ)
幅員
(ﾒｰﾄﾙ)終 点

１ 福芦住宅団地線
鹿島台木間塚字福芦地内

1,809.1
3.5～

8.2鹿島台木間塚字福芦地内

２ 福芦東西１号線
鹿島台木間塚字福芦253-1

227.3
1.8～

3.7鹿島台木間塚字福芦244-1

番号 路 線 名
起 点 総延長

(ﾒｰﾄﾙ)
幅員
(ﾒｰﾄﾙ)終 点

１ 鹿島台駅東東西線
鹿島台木間塚字福芦263-4

433.0
14.0～

39.0鹿島台木間塚字福芦244-1

２ 福芦住宅団地１号線
鹿島台木間塚字福芦359-1

202.0
4.0～

8.0鹿島台木間塚字福芦464-33

３ 福芦住宅団地２号線
鹿島台木間塚字福芦464-11

202.0
6.0～

10.0鹿島台木間塚字福芦464-1

４ 福芦住宅団地３号線
鹿島台木間塚字福芦674-12

345.0
4.0～

6.0鹿島台木間塚字福芦359-4
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令和７年９月１０日提出

大崎市長 伊 藤 康 志

番号 路 線 名
起 点 総延長

(ﾒｰﾄﾙ)
幅員
(ﾒｰﾄﾙ)終 点

５ 福芦住宅団地４号線
鹿島台木間塚字福芦464-23

159.0
4.0～

8.0鹿島台木間塚字福芦674-1

６ 福芦住宅団地５号線
鹿島台木間塚字福芦464-25

159.0
4.0～

8.0鹿島台木間塚字福芦674-4

７ 福芦住宅団地６号線
鹿島台木間塚字福芦464-5

159.0
4.0～

8.0鹿島台木間塚字福芦674-6

８ 福芦住宅団地７号線
鹿島台木間塚字福芦464-27

159.0
4.0～

8.0鹿島台木間塚字福芦674-8

９ 福芦住宅団地８号線
鹿島台木間塚字福芦464-29

159.0
4.0～

8.0鹿島台木間塚字福芦674-10
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議案第９４号

令和６年度大崎市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について

令和６年度大崎市水道事業会計未処分利益剰余金１，２９８，１６０，

２００円のうち，５，８８８，５２３円を資本金に組み入れ，残余を繰り

越すものとする。

令和７年９月１０日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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議案第９５号

令和６年度大崎市一般会計及び特別会計歳入歳出決算認定について

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定により，

令和６年度大崎市一般会計及び特別会計歳入歳出決算について，別冊のと

おり，議会の認定に付する。

令和７年９月１０日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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議案第９６号

令和６年度大崎市水道事業会計決算認定について

地方公営企業法（昭和２７年法律第２９２号）第３０条第４項の規定に

より，令和６年度大崎市水道事業会計決算について，別冊のとおり，議会

の認定に付する。

令和７年９月１０日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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議案第９７号

令和６年度大崎市下水道事業会計決算認定について

地方公営企業法（昭和２７年法律第２９２号）第３０条第４項の規定に

より，令和６年度大崎市下水道事業会計決算について，別冊のとおり，議

会の認定に付する。

令和７年９月１０日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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議案第９８号

令和６年度大崎市病院事業会計決算認定について

地方公営企業法（昭和２７年法律第２９２号）第３０条第４項の規定に

より，令和６年度大崎市病院事業会計決算について，別冊のとおり，議会

の認定に付する。

令和７年９月１０日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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